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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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３
月
１
日
に

会
社
説
明
会
が

解
禁
さ
れ
、
大

学
生
の
就
活
が

本
格
的
に
始
動

し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
は
揃
っ
て〝
売
り
手
市
場
〟

を
強
調
し
た
が
、
就
活
に
臨

む
学
生
ら
の
顔
に
余
裕
は
見

え
な
い
▼
当
然
だ
。
社
会
生

活
の
ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
ず
け

ば
、
待
っ
て
い
る
の
は
ゴ
ー

ル
の
見
え
な
い
「
雇
用
身
分

社
会
」。
若
者
へ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
皆
無
に
等
し

い
。
リ
ス
タ
ー
ト
は
難
し

く
、
年
を
重
ね
れ
ば
「
下
流

老
人
」
が
待
っ
て
い
る
。
格

差
社
会
、
こ
こ
に
極
ま
れ

り
！
▼
最
終
盤
を
迎
え
る
確

定
申
告
期
。
納
税
者
か
ら
感

謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

心
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
▼

今
日
も
ま
た
、
社
会
保
障
削

減
の
ニ
ュ
ー
ス
が
耳
に
入

る
。
そ
の
度
に
、
税
務
職
場

の
誇
り
が
音
を
立
て
て
崩
れ

て
い
く
気
が
す
る
の
は
、
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉一
手
目
の
好
手
か

ら
無
条
件
で
仕
留
め
ま
す
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）
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 日曜開庁は来署者を招く施策
 13年の結果を検証した大胆な見直しを！

　
越
谷
署
の
署
外
会
場
で
あ

る
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
状
況
で
す
。

「
受
付
」
は
、 

改
札
前
か
ら
始
ま
る

　
会
場
の
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
Ｊ
Ｒ
の
駅

に
直
結
し
て
お
り
、
駅
の
改

札
前
に
職
員
が
１
人
、
会
場

は
９
時
に
開
く
の
で
、
そ
の

前
に
来
場
す
る
納
税
者
に
向

け
会
場
ま
で
の
案
内
ビ
ラ
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
イ
オ
ン
の
駐
車
場
側
入
り

口
は
、
ま
だ
店
内
に
入
れ
な

い
た
め
長
い
行
列
が
あ
り
、

２
人
の
職
員
が
コ
ン
テ
ナ
を

積
ん
だ
台
車
を
利
用
し
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
挟
ん
だ
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と
整
理
券

（
青
）を
配
る
仕
組
み
。
最
後

　
２
月
　
日
、　
日
両
日
、
全
国
で
日
曜
開
庁
が

21

28

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
全
国
税
と
全
国
税
関

信
地
連
は
、
越
谷
署
（
単
独
会
場
、
申
告
者
数
約

　
万
人
）
と
浦
和
・
大
宮
合
同
会
場
（
合
わ
せ
て

10約
　
万
人
）
の
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

20
が
、
今
年
も
　
日
に
４
名
で
行
い
ま
し
た
。

21

尾
に
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
た
職
員
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
８
時
　
分
の
段
階
で

５５

４
０
７
番
で
し
た
。

　
こ
の
際
、
提
出
の
み
か
作

成
か
ら
か
を
聴
取
し
、
お
お

よ
そ
の
会
場
利
用
可
能
時
間

を
示
す
こ
と
に
よ
り
買
い
物

や
場
合
に
よ
っ
て
は
映
画
鑑

賞
な
ど
し
な
が
ら
待
て
る
た

め
、
長
蛇
の
列
を
防
ぐ
の
に

一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

記
載
済
み
提
出
も
 

長
蛇
の
列

　
３
階
会
場
前
廊
下
に
長
蛇

の
列
が
ら
せ
ん
状
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
先
頭
を
み
る
と

作
成
会
場
と
は
別
に
申
告
書

収
受
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

2
名
の
職
員
が
従
事
（
今
年

か
ら
混
雑
緩
和
の
た
め
申
告

会
場
と
離
し
た
と
の
こ
と
。

た
だ
、
昨
年
は
3
名
が
今
年

は
２
名
）。

　
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
脇
に
提

出
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
の
誘
導
も
さ
れ
て
い
な
い

た
め
利
用
者
は
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

会
場
入
り
口
モ
ニ
タ
ー
で
 

案
内
時
間
表
示

　
作
成
会
場
の
入
り
口
に
案

内
２
名
が
配
置
さ
れ
、
そ
の

脇
に
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
が
設

置
さ
れ
案
内
に
一
役
買
っ
て

い
ま
し
た
。
隣
に
「
前
年
の

ご
案
内
時
間
の
目
安
」
と
題

さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が

設
置
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と

9
時
受
付
の
4
0
7
番
の
納

税
者
は
、　
時
ぐ
ら
い
に
会

11

場
利
用
で
き
る
目
安
。
前
年

実
績
の
「
　
時
9
5
0
番
」

15

の
掲
示
。

　
会
場
内
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー

で
は
、
納
税
者
は
着
座
で
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
い
あ
っ
て
い

ま
す
。
申
告
書
の
提
出
場
所

も
ま
た
長
い
列
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
休
憩
場
所
は
確
保

　
会
場
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
２

枚
設
置
さ
れ
、
職
員
配
置
や

注
意
事
項
な
ど
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

は
、
非
常
勤
職
員
の
休
憩
場

所
で
も
あ
り
、
他
に
イ
オ
ン

社
員
食
堂
が
座
れ
る
休
憩
場

所
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
越
谷
の
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
会
場
の
後
、

浦
和
・
大
宮
合
同
会
場
で
あ

る
、
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
近

く
の
埼
玉
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
の
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、
2
署
合
わ
せ
て

申
告
枚
数
　
万
枚
超
の
署
外

20

会
場
だ
け
に
、
日
曜
開
庁
の

来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
作
る

こ
と
で
有
名
で
す
。

　
昨
年
か
ら
、
長
蛇
の
列
を

建
物
に
沿
っ
て
周
回
さ
せ
て

い
た
体
制
が
リ
ボ
ン
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
蛇
行
さ
せ
る

方
式
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
前
の
広
い
場

所
に
数
百
人
の
人
が
並
ん
で

待
っ
て
い
ま
す
。

　
列
は
提
出
の
み
と
作
成
内

容
に
よ
る
2
つ
、
合
わ
せ
て

3
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

最
後
尾
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を

ら
外
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
来
場
者
は
、
会
場
内

の
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
除
き
立

ち
っ
ぱ
な
し
で
す
。

　
中
腰
は
つ
ら
い

　
作
成
会
場
内
の
準
備
コ
ー

ナ
ー
は
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

の
流
し
込
み
式
で
職
員
が
巡

回
指
導
。
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ナ
ー
は
着
座
式
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
も
入
力
補
助
者
は
中

腰
指
導
を
強
い
ら
れ
、「
長

時
間
の
指
導
が
き
つ
い
」
と

不
評
で
す
が
、
今
年
も
改
善

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
入
力
後
の
出
力
も
納
税
者

の
自
力
出
力
の
た
め
、
作
成

終
了
後
の
収
受
コ
ー
ナ
ー
に

要
員
を
手
厚
く
配
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
も
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
　
越
谷
会
場
と
違
い
、
列
か

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

表　示　内　容（署内会場のみ）局・署
　申告書の作成には時間がかかりますので、午後４時頃までにお越しください。
　なお、会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切ることがあります。

札　幌
(札幌南)

　※申告書作成会場は大変混雑し、申告書の作成に１時間以上要する場合があり
　ますので、会場をご利用される際には、開設時間内に申告書作成を終えられる
　よう、お早めのご来場をお願いします。

仙　台
(仙台北)

　※申告書の作成には時間を要しますので、午後４時頃までにお越しください。
　※会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがあります。

関　信
(川越)

　※　会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切ることがありますので、
　なるべくお早めにお越しください。

東　京
(豊島)

　※申告書の作成には時間を要しますので、午後４時までにお越しいただくよう
　お願いします。

名古屋
(豊橋)

　申告会場が混雑している場合には、相談受付を早め（午後４時頃）に締め切る
　ことがあります。混雑状況によっては、長時間お待ちいただくこともあります
　ので、なるべくお早めに（午後４時頃まで）お越しください。※昨年の最も早
　い締切時間は、午後４時です。

大　阪
(城東)

　午前８時30分から午後４時まで（合庁のためか）
　※混雑している場合には、受付を早めに締め切ることがあります。

高　松
(松山)

　※申告相談の受付は、原則として午後４時までとしていますが、受付終了間際
　は大変混雑する場合がありますので、お早めにご来場ください。

福　岡
(八幡)

　（２） 受付時間
　午前９時から午後４時まで。

熊　本
(熊本東)

持
っ
た
職
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
埼
玉
ス
ー
パ
ー

　
ア
リ
ー
ナ

超勤削減のため４時受付終了を
各局の相談案内（各局HPより）
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鞍
杏
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杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
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鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
連
絡
が
あ
り
、「
話

は
せ
ず
に
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
の
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
渡
し
て
く
だ
さ
い
」
に
変

更
。
今
ま
で
、
間
違
っ
て
い

た
こ
と
話
し
て
た
の
？

Ｂ
　
納
税
者
の
不
安
を
ど
う

和
ら
げ
る
の
か
が
問
題
で
す

ね
え
。
税
理
士
先
生
な
ど
専

門
家
か
ら
の
質
問
に
困
っ
て

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
書

類
は
た
く
さ
ん
来
る
け
ど
読

み
き
れ
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
　
扶
養
控
除
申
告
書
を
提

評
価
制
度
は
、
単
な
る
 

　
　
自
動
首
絞
め
装
置
？

【
兵
庫
県
支
部
紙
・
兵
庫
】

　
新
し
く
評
価
主
義
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
ひ
ど

い
も
の
で
す
。
記
載
例
は

い
ず
れ
も
「
自
分
の
首
を

し
め
る
」
宣
誓
文
に
溢
れ

て
い
て
評
価
期
間
期
末
の

１
ヵ
月
も
前
に
そ
そ
く
さ

と
自
己
評
価
の
記
載
を
求

め
ら
れ
、
人
事
結
果
は
、

こ
れ
ま
で
と
全
く
同
じ
く

暗
闇
の
ま
ま
。
昇
給
に
関

し
て
は
制
度
自
体
が
当
局

の
や
り
た
い
放
題
を
前
提

に
し
て
い
ま
す
。

「
要
求
」
以
上
の
 

処
遇
改
善
は
あ
り
え
な
い

　
労
使
の
利
害
関
係
が
相

反
し
て
い
る
以
上
「
要
求

以
上
の
処
遇
改
善
」
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。
年
々
労
働

強
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た

が
、「
長
い
も
の
に
は
巻

か
れ
ろ
」
で
は
自
分
の
健

康
を
守
れ
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　
職
場
の
声

【
岐
阜
支
部
紙
・
ぎ
ふ
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す

る
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
（
窓
口
）
窓
口
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
応
。
今

ま
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
書
い
て
な
い
と
、「
書

い
て
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
こ

こ
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

証
明
す
る
も
の
は
」
な
ど

出
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
本

人
や
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
書
の
コ
ピ
ー
を

添
付
し
ま
し
た
。
後
に
、
そ

の
コ
ピ
ー
の
返
還
を
求
め
た

と
こ
ろ
、「
返
せ
な
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
確
認
が
出

来
た
な
ら
、
本
人
に
返
す
べ

き
だ
！

再
任
事
情

【
京
滋
支
部
紙
・
京
滋
】

　
年
金
支
給
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
再
任
用
を
希
望
す

る
職
員
は
増
え
て
き
ま
し

た
。　
し
か
し
今
年
も
途

中
で
退
職
す
る
再
任
用
者

が
あ
り
ま
し
た
。
個
人
的

な
事
情
と
話
し
ま
す
が
、

何
も
か
も
が
満
足
な
職
場

事
情
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
予

想
以
上
の
力
が
い
る
こ
と

で
す
。
再
任
用
期
間
が
１

年
で
非
常
勤
扱
い
で
あ
る

こ
と
、
評
価
と
処
遇
が
連

動
し
な
い
こ
と
、
再
任
用

者
に
差
別
的
な
観
念
で
接

す
る
職
員
が
い
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
高
率
支
給
を

受
け
る
職
員
は
あ
り
ま
す

が
基
本
的
に
成
績
と
給
料

は
連
動
し
ま
せ
ん
。

　
上
司
の
統
官
が
新
任
職

員
並
み
に
紬
か
い
こ
と
を

指
摘
す
る
（
重
箱
の
隅
を

つ
つ
く
）
と
感
じ
て
い
る

再
任
用
者
も
い
て
、
テ
ン

シ
ョ
ン
は
下
が
り
続
け
ま

す
。
ツ
イ
、『
い
つ
で
も

辞
め
た
る
わ
』
っ
て
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

〈
解
答
〉

　
黒
1
が
好
手
。
白
2
、
4

の
粘
り
も
黒
9
ま
で
と
な

り
、
次
に
白
イ
と
取
っ
て
も

両
コ
ウ
の
白
死
で
す
。
黒
1

で
5
白
2
黒
7
は
白
8
以
下

コ
ウ
。
白
2
で
4
な
ら
黒
2

白
5
黒
9
で
白
死
で
す
。

【
お
詫
び
】
ミ
ス
に
よ
り
本
欄
前
々
号
・
2
0
5
0
号
の
岐
阜

支
部
の
記
事
は
2
0
4
9
号
の
記
事
と
重
複
掲
載
で
し
た
。

20,000円の賃上げを　
安
保
関
連
法
の
廃
止
を
！

　
　
　
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
結
集

　
２
月
　
日
、
安
全
保
障
関
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連
法
の
廃
止
や
原
発
再
稼
働

反
対
を
求
め
る
集
会
と
デ
モ

が
東
京
渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
隣

り
の
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
集
会
に
は
約
一
万
人
が
参

加
し
、
全
国
税
か
ら
も
Ｏ
Ｂ

を
含
め
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
終
了
後
、
渋
谷
駅
前

か
ら
原
宿
駅
前
を
通
っ
て

代
々
木
公
園
に
戻
る
、
１
時

間
半
の
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
野
党
５
党
の
代

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

ず
、
こ
の
旨
各
府
省
に
も
周

知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

☆
　
男
女
平
等
・
共
同
参
画

に
つ
い
て

　
女
性
職
員
の
採
用
・
登
用

の
拡
大
に
つ
い
て
は
昨
年
　12

月
に
第
４
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

る
な
ど
、
政
府
全
体
で
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
人
事
院
と
し
て

も
、
今
後
と
も
、
女
性
職
員

の
登
用
に
向
け
た
研
修
や
両

立
支
援
等
に
よ
り
、
各
府
省

の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
全
労
連
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
労
働
運
動
総
合
研
究

所
は
、「
内
部
留
保
の
こ
れ

以
上
の
た
め
込
み
を
止
め
れ

ば
、
月
５
万
９
千
円
の
賃
上

げ
が
可
能
」
と
の
２
０
１
６

春
闘
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

◆
安
倍
政
権
は
、
大
胆
な
金

融
緩
和
、
機
動
的
な
財
政
出

動
、
規
制
緩
和
を
「
３
本
の

矢
」
と
す
る
経
済
成
長
戦
略

を
進
め
て
き
た
が
、
大
企
業

や
一
部
株
主
の
利
益
は
拡
大

し
た
が
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上

が
ら
ず
、
設
備
投
資
も
低
迷

し
て
内
部
留
保
が
さ
ら
に

　
・
４
％
も
増
加
し
た
。

22◆
賃
上
げ
、
労
働
条
件
改
善

は
企
業
に
負
担
を
も
た
ら
す

が
、
回
り
ま
わ
っ
て
企
業
の

生
産
活
動
を
活
発
に
し
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
や
税
収
を
増
や
す
。
生

活
防
衛
に
必
要
な
賃
上
げ

（
約
１
万
９
千
円
）最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
、
非
正
規
の
正

規
化
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

　
・
４
兆
円
、
税
収
が
３
・

20　
兆
円
増
加
す
る
。

52と
い
う
も
の
で
す
。

　
大
幅
な
賃
上
げ
実
現
が
企

業
収
益
の
増
加
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

表
が
参
加
し
、
安
倍
首
相
が

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
よ
っ

て
は
憲
法
「
改
正
」
に
踏
み

込
こ
と
を
明
言
し
た
こ
と
を

批
判
し
、
野
党
は
結
集
し
て

こ
れ
を
阻
止
す
る
と
表
明
し

ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
ズ
の
若
い
人
た
ち

の
参
加
者
も
多
く
、
若
い
人

た
ち
の
発
言
、
行
動
が
政
治

を
良
い
方
向
に
変
え
て
い
く

大
き
な
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
こ
の
若
い
人
た

ち
の
行
動
を
無
視
で
き
な
い

の
か
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な

集
会
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

報
道
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
当
日
夕
方
６
時
の

ニ
ュ
ー
ス
で
集
会
の
模
様
を

報
じ
ま
し
た
。

　
国
公
労
連
は
２
月
　
日
、

26

２
月
　
日
の
統
一
要
求
提
出
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後
、
最
初
の
人
事
院
交
渉
を

実
施
し
ま
し
た
。
人
事
院
側

の
回
答
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

☆
賃
上
げ
に
つ
い
て

　
例
年
の
と
お
り
、
民
間
給

与
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
対

応
す
る
。

☆
非
常
勤
職
員
処
遇
改
善
に

つ
い
て

　
国
家
公
務
員
法
に
定
め
る

平
等
取
扱
の
原
則
及
び
成
績

主
義
の
原
則
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
り
、
公
募
要
件
を
撤

廃
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な

い
。
　
休
暇
等
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
状
況
や
常
勤
職
員
と
の

均
衡
や
常
勤
職
員
の
状
況
を

考
慮
し
、
必
要
な
措
置
を

行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
民
間
の
動

向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

☆
高
齢
期
雇
用
・
定
年
延
長

に
つ
い
て

　
平
成
　
年
の
閣
議
決
定
に
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基
づ
き
定
年
退
職
す
る
職
員

を
再
任
用
す
る
こ
と
に
よ
り

対
応
す
る
方
針
が
政
府
よ
り

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

閣
議
決
定
に
お
い
て
は
、
再

任
用
希
望
者
を
原
則
フ
ル
タ

イ
ム
官
職
に
再
任
用
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
公
務
の
再
任
用
は
引
き
続

き
短
時
間
勤
務
が
中
心
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
公
務

に
お
い
て
も
民
間
企
業
と
同

様
に
フ
ル
タ
イ
ム
中
心
の
勤

務
を
実
現
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
再
任
用
職
員
の
能
力
及

び
経
験
を
本
格
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

☆
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

拡
充
に
つ
い
て

　
本
年
４
月
か
ら
一
般
の
職

員
に
拡
充
さ
れ
る
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
は
、
希
望
す
る

職
員
に
対
し
適
用
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
適
用
を
希
望

し
な
い
職
員
に
申
告
を
さ

せ
、
適
用
を
強
制
す
る
よ
う

な
運
用
は
あ
っ
て
は
な
ら

国公労連、人事院と交渉

「自衛隊員を戦場へ派遣させない」　OBも頑張っています。

国公労連『国公労新聞』2月10日付より転載


